







1.は じ め に
本稿は,桃 山学院大学総合研究所共同プロジェク ト 「『大学生』に関する総合的研究」(研
究代表:木 下栄二)の 研究成果の一部である。プロジェク トは,「主に本学学生を対象にし
て,授 業をはじめとするキャンパスライフと彼 らの将来設計 に焦点 をあてながら,現代大学
生の特徴 について明らかにすることを目的」 としている')。
本稿では,本 学を含む関西にある私立4大 学で実施 した 「大学生のキャリアと就職に関す




キャリア形成支援 ・就職支援 に関する意識,(5)就職活動 に関する行動や意識 について報告
する。さらに,就 職活動の満足度や内定獲得に関する規定要因に関する分析なども行 う予定
である。
2.問 題 の 所 在
本稿で分析に使用する 「大学生のキャリアと就職に関する調査」は,本 学のような中堅の
私立大学において,各 学部各学科の専門教育 とも両立 しうるようなキャリア教育やキャリア
形成支援の可能性 を探るという問題関心か ら行われた。
1990年代以降,フ リーターやニー トに象徴 されるように,若 年就労が大 きな社会問題 とさ
れてきた(岩 田2010)。大卒においても,無業者の増加が問題 とされ,キ ャリアセンターの
設置やインターンシップの実施などキャリア教育やキャリア形成支援 に力を入れる大学が増
加 している(中 央教育審議会2011,沢田2011)。
1)本プロジェク トは2009年度で終了 しているが,2010年度から 「『大学生』に関する総合的研究(II)」
(研究代表:木 下栄二)を 既に開始 し,残 された課題 を明らかにすることを試みている。
キーワー ド:大学生,専 門教育,キ ャリア,就 職,比 較調査
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就職活動の早期化が大学教育に与える影響については以前か ら問題視 されてきたが,キ ャ
リア教育やキャリア形成支援の推進は,問 題をより複雑かつ困難にしている。特 に,入学難
易度のあまり高 くない大学においては,専 門教育の成立をますます難 しくするという課題が
浮 き彫 りになってきている(沢 田2011)。
現在のキャリア教育やキャリア形成支援の問題点に関する指摘(例 えば児美川2011など)
や,キ ャリア教育が持つ効果,就 業意識や職業観 に与える影響などについては,研 究が徐々
に進められつつある。 しかし,キ ャリア教育が各学部各学科に固有な専門教育 に与える影響
については,十 分 に検討 されているとは言えない2)。そこで本稿では,専 門教育 とも両立 し
うるようなキャリア教育 ・形成支援の可能性について検討 してい くための基礎的な資料 を提
供 したい。
3.調 査 概 要
(1)調査内容
調査内容については,労働観や,キ ャリア形成支援,就 職活動など働 くことをめ ぐる項 目
が中心 となっているが,就 職に影響 を与える要因として大学教育や学生生活などに関する質
問なども行 った3)。また,質 問紙の作成に際 しては,就 職問題研究会(代 表:苅 谷剛彦 ・東
京大学大学院教授[当 時])が1993年,1997年,2005年に実施 した質問紙の内容を参考にし
ている。
主な調査項 目は以下のようになっている。詳細 については,付 録の調査票を参照 していた
だきたい。
①属性(所 属,性 別,年 齢,学 年,居 住形態,所 属クラブ ・サークル,両 親の学歴など)
②大学教育 ・生活(大 学教育 ・生活への取 り組み,そ の経験か ら身につけた能力など)
③職業希望(希 望職業の明確度,希 望職業の決定に影響 を与えた要因など)
④職業観 ・労働観(働 く目的,理 想の職場,離 職に関わる意識など)
⑤キャリア形成や就職支援 に関する意識(利 用度,有 用度,満 足度,要 望など)
⑥就職活動(開 始時期,活 動量,満 足度,内 定数,内 定時期,内 定先企業など)
⑦社会 ・生活意識(社 会的スキル,格 差についての意識,性 別役割観など)
(2)調 査 の時期 ・対象 ・方法
調査 時期 に関 して は,就 職活動 のスケ ジュール に配慮 して,10月以 降 と した。 これ は,日
2)大学教育に限定されたものではないが,本 田由紀(2010)は,「教育の職業的意義」 という観点か
ら教育における専門性を問い直す試みを行 っている。
3)なお,本 調査の調査票の作成においては,平 成19・20年度財団法人文教協会の研究助成 を受けた
「大学 におけるキャリア教育の可能性と課題 専門教育との両立を目指して」 において実施予定で
あった調査 と質問内容を統一 した。 これは,な るべ く多 くのデータを収集 しようという意図による。
本稿のデータは,同 時期 に行ったこの2つ の調査データをあわせている。
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本経済団体連合会の 「大学卒業予定者 ・大学院修了予定者等の採用選考 に関する企業の倫理
憲章」において,「正式な内定 日は,10月1日以降」 とされているためである。多 くの企業
が10月初旬に正式 な内定通知を学生に渡す内定式 を開いてお り,内定先企業等 について把握
するためには10月以降が適切であると判断 した。ただし,4回 生の調査票の回収状況等から,
10月からll月の実施予定期間を12月まで延長 した。
また,当 初は関東や四国など関西以外の地域の大学 との比較 も視野 に入れていたが,就 職
活動が地域的な特性に影響 されることを考慮 して,今 回は対象校を関西圏の大学に限定する
こととした4)。関西圏の大学の選定においては,先 行研究 をふ まえ入学難易度に着 目した
(苅谷1998,永野2004,苅谷他2006,濱中2007a,濱中2007bなど)。できる限 り同じよ
うなタイプの学部になるよう配慮 し,社会学部および生活 ・学際系学部を対象 とした。
なお,4大 学の対象学部の入学難易度は,代 々木ゼ ミナールの2009年度用大学入試難易 ラ
ンクー覧によると,お およそ次のようになっている。A大 学60前後,桃 山学院大学50前後,
C大学45前後,D大 学40前後である。
①調査時期:2008年10月末～2008年12月
②調査対象:関 西にある4つ の私立大学の社会学部および生活 ・学際系学部の授業やゼミ
を履修する1回 生から4回生
③調査方法:授 業お よびゼミ時間中に,出席学生を対象 として,質 問紙を用いた集合調査
を行 った(た だ し,4回 生の卒論指導等でゼ ミ中に時間が とれない場合は,
持 ち帰って回答 してもらったものも一部ある)。
(3)回 収数 と回答者 の基 本属性
調査 票の 回収 数 は,合 計 で909票で あった。 ただ し,本 稿 では,留 学生25名を除 く884名に
つ いて分析 を行 う5)。
大 学別 にみ る と,A大 学331名,桃山学 院大学387名,C大 学98名,D大 学68名となってい
る。性別 で は,男 性445名,女性438名,不 明1名 であ る。 学年別 で は,1回 生224名,2回
生227名,3回 生247名,4回 生 以上161名となってい る。詳細 につ いて は,表1を 参照 して
いただ きた い。
各 大学の教員へ の調杢依 頼 にあたって は,就 職 活動 に関す る内容 を含 むため,ゼ ミを通 じ
て4回 生の 回答 の確保 をお願い した。 また,他 の学年 において は偏 りがで ない よう協力 を求
めた。 しか しなが ら,結 果 と して,各 校 と も学年 ごとの人数 にか な り偏 りが生 じてい る。結
4)先述した後継プロジェクトである 「『大学生』に関する総合的研究(II)」(研究代表:木 下栄二)
では,よ り幅広い大学生の意識について,2010年度に日本全国の27大学の学生を対象 とした調査 を実
施 している。岩田と共同研究者の浅野智彦が,2011年度の日本社会学会大会において,分 析結果の一
部について報告を行った。
5)留学生は,A大 学2名,桃 山学院大学1名,C大 学1名,D大 学21名である。D大 学の留学生比率







A大学 学年1年 生 28 18 46
2年生 68 54 122
3年生 64 37 101
4年生 31 26 57
5年生以上 1 4 5
合計 192 139 331
桃山学院大学 学年1年 生 66 84 0 150
2年生 31 31 0 62
3年生 42 50 0 92
4年生 25 53 1 79
5年生以上 0 4 0 4
合計 164 222 1 387
C大学 学年1年 生 3 10 13
2年生 24 14 38
3年生 10 20 30
4年生 9 6 15
5年生以上 0 2 2
合計 46 52 98
D大学 学年1年 生 14 21 35
2年生 1 4 5
3年生 20 4 24
4年生 1 3 4
合計 36 32 68
果の解釈においては,こ のような回答者の偏 りに留意 していただきたい。なお,C大 学 とD
大学の回収数が少ないのは,一 学年あた りの学生数が他の2校 に比べて,少 ないことも影響
している。
また,本 調査のデータは,ラ ンダムサンプリングによって得 られたものではな く,母集団
(4大学の対象学部の学生)を 代表するもの とはなっていない。 したがって,本 来であれば







表2は,大 学 に入学する際に,現在在籍 している学部を選択 した理由を示 している。4大
学合計では,「専攻 したい学問 ・研究だったか ら」が45.0%と最 も多 く,次 いで 「何 とな く」
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18.8%となっている。本学社会学科の学生は,「専攻 したい学問 ・研究だったか ら」が35.1
%で,A大 学やC大 学に比べ20ポイント程度低 くなっている。また,「何 となく」が23.0%
と,4大 学のうちで最 も割合が高 くなっている。A大 学 とC大学の回答傾向は比較的似てお
り,学部選択の理由は,か ならず しも入学難易度 に強 く規定されるわけではないようである。
しか し,3番 目に割合の高い 「将来の進路のため」では,入 学難易度が高 くない大学で,
その選択率は高 くなる傾向がある。入学難易度の最 も高いA大 学ではその選択率は1割 に満
たないが,D大 学では3割 を超えている。
なお,「何 となく」以外で,本 学社会学科の学生の選択率が高 くなっているのは,「入学 レ
ベルがあっていたか ら」10.3%や「先生のすすめ」8.6%である。 この傾向 は,木 下栄二
(2011)による本学の新入生実態アンケー ト調査の分析傾向 と一致 している。
表2在 籍学部の選択理由
在籍学部の選択理由
専攻 し 学力 レ
たい学 ベルが 学部の まわ り
問 ・研 将来の あ って 就職状 の友だ 友人 ・
究だっ 進路の いたか 況が良 ちが行 家族の 先輩の 恋人の 先生の 何とな DK/
たから ため ら いため くか ら すすめ すすめ すすめ すすめ く その他 NA 合計
大学A大 学 56.4 8.6 4.9 1.2%0.3 1.8% 1.2% 4.0 15.6%5.2 0.6 100.0%(331)
桃山学院大学 35.1 12.7 10.3 0.3 0.5 1.6% 1.4%0.5 8.6 23.0 3.8 2.2 100.0%(387)
C大学 54.3 12.0%9.8 2.2 1.1 2.2 14.1 4.3 100.0%(98)
D大学 30.234.9 3.2 1.6%17.5%7.9 4.8 100.0%(68)
合計 45.0 12.7 7.6 0.6 0.4 1.6% 1.2%0.2 5.6 18.8 4.7% 1.5%100.0%(884)
②大学の授業に対する期待
表3は,大 学の授業で最 も学びたいと考えていることについてたずねた結果 を示 している。
4大学合計では,「幅広い知識や ものの見方」が43.6%と最 も多い。次いで,「将来の職業で
役立つ知識や技能」18.2%,「イ可かを学ぶ際に基礎 となる力(問 題 を発見する力 ・分析的に
考える力 ・論理的に文章を書 く力 など)」16.6%となっている。入学難易度別 にやや差が見
られる。入学難易度の高いA大 学で 「幅広い知識や ものの見方」や 「何かを学ぶ際に基礎 と
































































が高 くない大学では,「専門的な知識や技能」や 「将来の職業で役立つ知識や技能」 などよ
り実用的な力を期待する傾向がある。 また,本 学社会学科の学生は,「コミュニケーション
能力」 をつけることを期待する割合が他の3大 学 に比べ高 くなっている。
③大学時代に力 を入れた活動
次に,大 学時代 に熱心に取 り組んだ活動についてみてみよう。図1に 示 したように,9つ
の活動についてたずねた。「非常に熱心」 と 「ある程度熱心」 をあわせた 〈熱心 〉の割合 を
みると,ど の大学で も 「友人とのつきあい」に 〈熱心〉に取 り組んだと回答する者が約8割
と最 も多 くなっている。 また,D大 学を除 く3大学で 「アルバイ ト」 に 〈熱心 〉に取 り組ん
だ者が7割 を超えている。「友人 とのつ きあい」 と 「アルバイ ト」に励む昨今の大学生イメー
ジと一致す る結果 となった。なお,本 学社会学科の学生は,「クラブ ・サークル活動」に熱
心に取 り組んでいる者が他の3校 に比べ高 く,60.2%となっている。
その他に熱心 に取 り組んでいる割合が高い ものとして,「専門科目の勉強や研究」がある。
A大学やC大 学では 〈熱心 〉の割合が約7割 と高いが,本 学社会学科の学生は56.6%と最 も
低 くなっている。それに対 して,「一般教養の講義 ・勉強」はC大 学 と本学で高 くなってい
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注)「非常 に熱心」 と 「ある程度熱心」 をあわせ た割合(%)。 その ような取 り組 みを していない






















































































































「専門科 目の勉強や研究」については,〈熱心 〉に取 り組んできた理由と,〈熱心ではなかっ
た〉理由をたずねている。表4は,〈熱心 〉に取 り組んで きた理 由を示 している。4大 学合
計で選択率が最 も高いのは 「興味をもてたから」で,52.4%と半数を超えている。特に,入
学難易度の高いA大 学では約7割 となってお り,大学間での差 も40ポイン トと非常に大 きく
なっている。「将来の進路のため」 は2番 目に選択率が高 く,大学問での差 もかなり大きく,
A大学では約5%な のに対 して,D大 学では3分 の1の 学生が選択 している。
また,表5は 〈熱心ではなかった〉理由を示 している。4大 学合計で選択率が最 も高いの
は,「興味 をもてないから」で46.9%となっている。特 に,本 学社会学科の学生は選択率が
5割を超え,4大 学中最 も高 くなっている6)。次いで選択率が高いのは,「将来の進路につな
が らないか ら」で16.7%となっている。大学間での差 も大 きく,A大 学では約1割 なのに対
して,C大 学では3割 を超 えている。
両者をあわせて考 えると,入 学難易度が高 くない大学では,将 来の進路 との結びつ きが
「専門科 目の勉強や研究」 に 〈熱心 〉に取 り組むかどうかに影響 を与えるのに対 して,入 学
難易度が高い大学では,興 味関心が もてるか どうかが重要なようである。本学社会学科の学
生は,重 視する点 に関しては中間的な傾 向を示 しているが,興 味をもてない者が多いこと
で,〈熱心 〉に取 り組んでいない割合が高 くなっているようである。
6)調査時,本 学科の社会学を専門とする専任教員の数が極端に少なくなっていたことが影響 している
可能性がある。この後,専 任教員を大幅に増員 したが,木 下栄二が共同研究の研究会で報告 した授業
評価アンケー トの分析によると,社 会学科の学生による授業評価は近年大幅に向上 している。
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④大学での経験 を通 じて身につけた力
次に,学 生が大学生活 を通 して,ど のような能力を身につけたと認識 しているのかをみて
み よう。本調査では,伊藤文男(2007)や小杉礼子(2007)などを参考 にして,次 の ような
職業生活において必要だとされる5つ の能力が大学生活を通 じて身についたかどうかをたず
ねている。すなわち,自 ら進んで意見 を発言 し,行動する力である①積極性。自分のまわ り
の人たちと協力する力である②協調性。まわりの人たちを引っ張ってい く力である③統率力。
新 しいモノやアイデアを生み出す力である④独創性。最後 に,責任 をもって行動する⑤責任
感である。
4大学合計で見 たときに,5つ の力を最 も身につけることがで きた経験が何かをみてみよ
う(図2)。①積極1生は 「就職対策講座」で44.8%,②協調性 は 「クラブ ・サークル活動」
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ついたと感 じられてお り,多 くの力 を身につけるためには,幅 広い活動が必要と感 じられて
いるようである。ここで注 目されるのは,入 学難易度の高いA大 学の 「ゼ ミ ・卒論研究」で
ある。5つ のいずれの力でも,他 の大学に比べその選択率がかなり高 くなっていることがわ
かる。入学難易度の高い大学では,専 門教育の中核 を担 う 「ゼ ミ ・卒論研究」 において,多
くの能力が身についたと感 じられている。それに対 して,本 学社会学科では,「ゼミ ・卒論
研究」の評価が全般 としてかなり低 くなっている7)。
(2)将来就 きたい職業
次に,職 業希望の明確 さと職業希望 に影響 を与 えた要因をみてみよう。
①大学入学時の職業希望の明確度
表6は,大 学入学時に将来就 きたい職業があったか どうかをたずねたものである。4大 学
合計では,「はっきりあった」 と 「なんとなくあった」 をあわせ 〈あった〉とする者が約6
表6入 学時に将来就きたい職業があったか
大学入学時の将来就きたい職業

































就きたい 就 きたい 業はない DK/NA 合計
大学A大 学 51.9% 31.2% 16.4 0.5 100.0%(189)
桃山学院大学 53.8 25.8 19.6% 0.9 100.0%(225)
C大学 56.9 20.7 17.2% 5.2 100.0%(58)
D大学 63.0 17.4 17.4 2.2 100.0%(46)
合計 54.2 26.4 18.0% 1.4 100.0%(518)
7)本学社会学科では,2010年度に演習改革を行っている。先述したような教員増 もあり,演習(ゼ ミ)
定員を減 らし少人数化することで,よ りきめの細かい指導を行えるよう改善 した。また,そ れまで認
め られていた他学部生の応募や他学部の演習への応募を共通教育科 目などを担当する教員のゼミに限
定 し,社会学を専門とする教員のゼミの専門性を高めた。さらに,合 同ゼ ミの実施や公開ゼ ミなどの
演習活性化策も試みている。就職活動の長期化などもあ り,明確な成果を得るまでには至っていない
が,筆 者が本学に赴任 した2006年度 と比較すると,ゼ ミ選考やゼミへの取 り組みにおける学生の積極
さが増 したように思われる。この点については,今後 さらに検討 していきたい。
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割 となっている。入学難易度が高 くない大学において,明確度が高い傾向がみられる。
また,表7は,入 学時に希望職業があった者 に,そ の希望が現在 までに変化 したか どうか
をたずねた結果 を示 している。4大 学合計では5割 の者が変化はないと回答 している。裏返
す と,約5割 は変化 していることになる。入学難易度が高いほど変化 した割合が高 くなる傾
向がみられる。
②現在の職業希望の明確度
表8は,現 在,就 きたい職業があるかどうかを示 している。4大 学合計では,約7割 の学
生が将来就 きたい職業が 〈ある〉と回答 している。入学難易度別にみると,C大 学やD大 学
などで 「はっきりある」の割合がやや高 くなっている。

































表9そ の職業 に就 きたい と思った時期
職業 に就 きたい と思 った時期









































図3は,希 望職業の決定に影響 を与えた要因をみたものである(現 在,就 きたい職業が
〈ある〉と回答 した者のみ)。4大学全体の傾向としては,具 体的なモデル となる人か らの影
響が強いことがわかる。家族や身近な人,そ してメディアに登場 した人も影響 を与えている。
また,「趣味 ・習い事」 も選択率が5割 を超 えている。
本学社会学科の特徴 としては,「アルバ イ ト」40.2%,「クラブ ・サークル活動」39.5%,
「他学部の講義 ・勉強」31.3%,「ボランテ ィア活動」18.8%の影響が他大学 に比べ強い こと
である。また,「専門科 目の講義 ・勉強」は4大 学で最も選択率が低 くなっている。
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図3希 望 職 業 の 決 定 に 影 響 を与 え た 要 因
注)「か な り影響 した」 と 「まあ影響 した」 をあわせ た割合(%)。 現在,就 きたい職業 がある と回答 した者,A
大学249名,桃山学 院大 学256名,C大学67名,D大学46名における割合。 そのような取 り組み を してい ない
者 も含 む。
5.お わ り に
今回の分析結果から明らかになった点をまとめると以下のようになる。
1)入学時の意識や大学教育 ・学生生活に関する意識をみると,入学難易度によって完全 に
意識が規定 されるわけではないことがわかる。 しかし,入学難易度の高 くない大学の学
生は,実 用的な知識や能力を身につけることを期待する傾向がある。他方,入 学難易度
の高い大学の学生は,専 門的教育を通 じて汎用性の高い知識や能力を身につけることを
期待 している。 しかし,本学社会学科の学生 は,入学時か ら学術的な意味での専門性 に
対する期待が低 く,入学後の取 り組みにおいて も,専門科目やゼミ ・卒業研究への取 り
組みの熱心 さは他大学と比較 して高 くない。
2)職業希望は,入 学難易度の高 くない大学の学生のほうが明確であ り,その決定時期 も早
い傾向がみられる。 また,そ の決定にあたっては,4大 学すべてにおいて具体的なモデ
ルである家族や先輩などの身近な人やメディアに登場する人などが最 も影響 を与えてい
る。本学社会学科生の特徴 としては,「専門科目の講義 ・勉強」か ら影響 を受けたとす
る割合が4大 学で最 も低 くなってお り,上記1)の 傾向と合致する。
このような結果からすると,難易度の高 くない大学が学生の期待 に応 えるためには,実 用
的な専門教育に力 を入れてい くことになる。他方,難 易度の高い大学では,学術的な専門教
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育を行 う中で,応 用可能性の高い基礎的な能力 を高めることが,学 生の期待に応 えることに
なる。そ して,本 学のような中堅の大学は,両者の中間に位置 し,専門教育の特色づけにお
いて非常に難 しい対応を迫 られていると言えよう。
なお,次 稿以降で,(3)労働観 ・職業観,(4)キ ャリア形成支援 ・就職支援 に関する意
識,(5)就 職活動 に関する行動や意識 について報告 し,就職活動の満足度や内定獲得に関
する規定要因の検討などさらに詳細な分析を行 う予定である。
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● は じめに,あ な た ご 自身 につ い て お聞 き します 。
F1
[












あな たは,何 年生 です か:1.1年 生2.2年 生
あ なた は,海 外 か ら の留 学 生 です か:1.は い
あ なた は,現 在 ど こ に住 ん で い ま す か 。








3.そ の 他(具 体 的 に:)
ク ラ ブ や サ ー ク ル に所 属 して い ます か 。 あ て は ま る もの す べ て に ○ をつ け て くだ さい 。
3.文 化 ・芸 術 系 の学 内サ ー ク ル
5.ボ ラ ン テ ィ ア系 の サ ー ク ル
7.イ ベ ン ト ・交 流 系 の学 内サ ー ク ル
9.他 大 学 の サ ー ク ル
11.所属 した こ と はあ るが 現 在 は所 属 して い な い
● 次 に,あ な た の学 生 生活 につ い て お聞 き します 。
Q1
ま る もの に1つ だ け0を つ け て くだ さい 。
1.専 攻 した い学 問 ・研 究 だ った か ら
3.学 力 レベ ルが あ っ て い たか ら
5.ま わ りの友 だ ちが行 くか ら
7.友 人 ・先 輩 の す す め
9.先 生 の す すめ
11.その他(具 体 的 に:
2.学 生 自治 の 団 体
4.学 術 ・社 会 系 の 学 内 サ ー ク ル
6.ス ポ ー ツ系 の 学 内 サ ー ク ル
8.複 数 の 大 学 の 学 生 で 構 成 す るサ ー ク ル
10.その他(具 体 的 に:)
12.一度 も所 属 した こ とは な い
あなたは,大学に入学する際,現在在籍 している学部をどのような理由で選びましたか。最もあては
2.将 来 の進 路 の た め
4.学 部 の就 職 状 況 が 良 いた め
6.家 族 の すす め





[]割 く らい []割 く らい []割 くらい
あ なた の大 学 で の成 績 を教 えて くだ さい 。不 可 の 割合 は除 い て,合 計 して10割に なる よ うお 答 え くだ
さい 。
5段階評価の場合(例 えば秀 ・優 ・
良 ・可 ・不可)は,上 位2つ を合わ










Q4あ なた は,大 学 に 入学 して か ら,専 門 科 目 の勉 強 ・研 究 に どの程 度 熱 心 に取 り組 ん で きま した か 。 あ
て は まる もの に○ をつ けて くだ さ い。
必ず番号 に○ を非常 に あ る程度 あ ま り まった く
熱心 熱心 熱心 ではない 熱心で はない つ けてか ら
















1。 将 来 の進 路 につ なが らな い か ら
2.資 格取 得 で きな いか ら
3.社 会 に 出て 役 立 た ない か ら
4。 興 味 を もて な い か ら
5.専 門 的 な知 識 や技 能 が 身 に つ か ない か ら
6.そ の他(具 体 的 に:
)
Q5あ な た は,大 学 に入 学 してか ら,次 の よう な こ と に どれ くらい 熱 心 に取 り組 んで き ま したか 。 ① か ら
⑨ の そ れぞ れ につ い て,あ て は まる もの に○ をつ け て くだ さい。
あま り まった く非常 に あ る程度 していない
熱心 熱心 つ きあいが ない熱心 熱心
では ない ではない
① 一般 教 養 の 講 義 ・勉 強12345
② 実習 ・実 験12345
③ ゼ ミ ・卒 業研 究12345
④ 自主 的 な勉 強 会12345
⑤ クラ ブ ・サ ー ク ル活 動12345
⑥ ア ルバ イ ト12345
⑦ ボ ラ ンテ ィ ア活動12345
⑧ 友 人 とのつ きあ い12345
⑨ 恋 人 とのつ きあ い12345
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Q6あ な た は,① か ら⑩ の よ う な経 験 を通 じて,以 下 の よ うな力 が つ い た と思 い ます か 。 そ れ ぞれ につ い






























① 一般教 養の講義 ・勉強 1.積極性 2.協 調性 3.統 率力 4.独 創性 5.責 任感 6.つ いていない 7.し ていない
② 専 門科 目の講義 ・勉強 1.積極性 2.協 調性 3.統 率力 4.独 創性 5.責 任感 6.つ いていない 7.し ていない
③ ゼ ミ ・卒業研究 1.積極性 2.協 調性 3.統 率力 4.独 創性 5.責 任感 6.つ いていない 7.し ていない
④ キ ャリア教育科 目 注1) 1.積極性 2.協 調性 3.統 率力 4.独 創性 5.責 任感 6.つ いていない 7.し ていない
⑤ 就職対策講座 注2) 1.積極性 2.協 調性 3.統 率力 4.独 創性 5.責 任感 6.つ いていない 7.し ていない
⑥ クラブ ・サー クル活動 1.積極性 2.協 調性 3.統 率力 4.独 創性 5.責 任感 6.つ いていない 7.し ていない
⑦ アルバ イ ト 1.積極性 2.協 調性 3.統 率力 4.独 創性 5.責 任感 6.つ いていない 7.し ていない
⑧ ボラ ンテ ィア活動 1.積極性 2.協 調性 3.統 率力 4.独 創性 5.責 任感 6.つ いていない 7.し ていない
⑨ 友 人 とのつ きあい 1.積極性 2.協 調性 3.統 率力 4.独 創性 5.責 任感 6.つ いていない 7.し ていない
⑩ 恋 人 とのつ きあい 1.積極性 2.協 調性 3.統 率力 4.独 創性 5.責 任感 6.つ いていない 7.し ていない
注1)キャリア教育科目:将来の職業などに関する正規の授業
注2)就職対策講座:エ ントリーシー トの書き方指導など就職課やキャリアセンター等が実施する正規の授業以外の講座
● 次 に,将 来 就 きた い職 業 や 仕事 に関 す る意 識 な どに つ い てお 聞 き します 。
Q7大 学 に入学 した時,将 来就 きた い職業 が あ りま したか。 あ て は まる もの に1つ だけ○ をつ け て くだ さい 。
1.は っ き りあ った2.な ん とな くあ った3.な か っ た 必 ず番号 に○ をつ けてか ら
お進 み くだ さい
【Q7で 「1.は っ き りあ っ た」 「2.な ん とな くあ った 」 と答 えた方 にお 聞 き しま す】
SQそ の職 業 に現 在 も就 きたい と思 って い ますか 。 あ ては まる もの に1つ だ けOを つ け て くだ さい 。




は っ き りあ る 2.な ん とな くあ る 3.な い 必 ず番号 に○ をつ けてか ら
お進 み くだ さい
【Q8で 「1.は っ き りあ る」 「2.な ん とな くあ る」 と答 え た方 に お聞 き します】
SQ1そ の 職 業 にい つ 頃 か ら就 きた い と思 う よ う にな りま したか 。 あ て は ま る もの に1つ だ け○ をつ
けて くだ さい 。
1.大 学 入学前2.大 学1年 の時3.大 学2年 の時4.大 学3年 の時5.大 学4年 以降
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【Q8で 現 在 就 きた い職 業 が 「1.は っ き りあ る」 「2.な ん とな くある 」 と答 えた方 に お聞 き しま す】
SQ2あ な た が,そ の職 業 に就 きた い と思 う よ うに な っ た際 に,次 の よ うな こ と は どの く らい影 響 しま
したか 。① か ら⑯ の そ れ ぞ れ につ い て,あ て は ま る もの に○ をつ け て くだ さい 。
ほ とん ど まった く していないかな り まあ
影響 しな 影響 しな っきあいがない影響 した 影響 した
か った か った あてはまらない
① 高校 まで の勉 強1… … …2… … …3… … …4… … …5
② 専 門科 目の講 義 ・勉 強1… … …2… … …3… … …4… … …5
③ ゼ ミ ・卒 業研 究1… … …2… … …3… … …4… … …5
④ 他 学 部 の 講義 ・勉 強1… … …2… … …3… … …4… … …5
⑤ キ ャ リ ア教 育 科 目1… … …2… … …3… … …4… … …5
⑥ 就 職 対 策 講座1… … …2… … …3… … …4… … …5
⑦ ボ ラ ンテ ィア活 動1… … …2… … …3… … …4… … …5
⑧ ク ラ ブ ・サ ー クル 活 動1・ … …・・2… … …3… ・・… ・4… … …5
⑨ 留 学1… … …2… … …3… … …4… … …5
⑩ ア ルバ イ ト1… … …2・ ・… ・…3… … …4… … …5
⑪ イ ンター ンシ ップ1… … …2… … …3… … …4… … …5
⑫ 就 職 活 動1… … …2… … …3… … …4… … …5
⑬ 趣 味 ・習 い事1… … …2… ・…・・3… … …4… ・・… ・5
⑭ 家族 や 先 輩 な ど身 近 な 人 の話 や働 く姿 … …1・ … ・… ・2… … …3… … …4… … …5
⑮ 街 な どで 出会 った人の 話や働 く姿(⑭は除 く)…1… … …2… … …3… … …4・ … ・…5
⑯ テ レビ ・映 画 ・本 に出 て くる人 の話 や働 く姿 …1… … …2・ ・… ・…3… … …4… … …5
Q9あ な た に と って,働 く目的 とは何 です か。 最 もあ て は まる もの に1つ だ け0を つ け て くだ さい。
1.生 活 の ため
3。 自分 の能 力 を発 揮 す るた め
5.資 格 や能 力 を身 につ け る た め
7.働 くこ とが 好 きだか ら




























Q11あ な た は,自 らの 職 業 に つ い ての 適性 を どの程 度 把握 して い る と思 い ます か 。 最 もあ て は ま る もの に
1つ だ け0を つ け て くだ さい。
1。 はっ きり把握 している2.あ る程度把握 してい る3.あ まり把握 していない4。 まった く把握 してい ない
Q12あ な た は,将 来 の 仕事 に 関す る こ とを,次 の よ うな 人 た ち と話 す こ とが あ ります か 。① か ら⑨ の そ れ
ぞ れ につ い て,あ ては まる もの に○ をつ けて くだ さい 。
よ く あ る程度 あ まり まった く いない
話す 話す 話 さない 話 さない
① 親 な どの保 護 者1… … …2… ……3… ……4… … …5
② き ょう だい1… … …2… ……3… ……4… … …5
③ 親戚(① と② は含 まな い)1… … …2… ・… ・3… ……4・ ・… ・…5
④ 大学 入学 以 前 か らの 友 人 ・先 輩 ・後輩1… … …2… ……3… ……4… … …5
⑤ 大学 の友 人 ・先輩 ・後 輩(④ は含 まな い)… ……1… … …2・ … ・・…3… ……4・ ・… ・…5
⑥ アルバ イ ト先の友人 ・先輩 ・後輩(④と⑤ は含まない)…1・ ・… … ・2… … …3… ……4… ……5
⑦ 恋 人1… … …2… ……3… ……4… … …5
⑧ 大学 の先 生1… … …2… ……3… ……4… … …5
⑨ 就職 課 ・部 や キ ャ リ アセ ンタ ーの 職員1… … …2… ……3… ……4… … …5













Q15あ な た は,大 学 に入 学 してか ら,イ ン ター ン シ ッ プに参 加 した こ とが あ ります か(あ る い は現 在 参 加
して い ます か)。 あ ては まる もの に1つ だ け0を つ けて くだ さい 。
1.参 加 した こ とが あ る(あ る い は現 在参 加 して い る)
2。 参加 した こ とは ない が,今 後 参 加 した い(参 加 す る予 定 で あ る)
3.参 加 した こ と もない し,今 後 も参 加す る予 定 は な い
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● 次 に,大 学 の 就 職課 ・部 や キ ャ リア セ ンタ ー につ い て お聞 き しま す。
Q16次 の よ うな大 学 の 就職 課 ・部 や キ ャ リア セ ン ター の キ ャ リア形 成 支援 や就 職 支 援 は,ど の程 度 役 に立
ち ま したか 。① か ら⑭ の そ れぞ れ に つ い て,あ て は まる もの に○ をつ け て くだ さい。
あ ま り 役立 た 利用 してやや
役立 った 役立 た役 立った なかった い ない
なかった
① 配布 さ れた就 職手 帳 や 就職 ノ ー ト1… … …2… … …3… … …4… … …5
② ビジ ネ スマ ナ ー の指 導1… … …2… … …3… … …4… … …5
③ 適性 検 査1___2___3___4___5
④ 資格 取 得 の 支援1… … …2・ … …・・3… … …4… … …5
⑤ 自己分 析 の や り方 の 指 導1… … …2… … …3… … …4… … …5
⑥ 履歴 書 や エ ン トリー シー トの書 き方 の指 導 …1… … …2… … …3… … …4… … …5
⑦OBやOGの 名簿 や 紹 介1… … …2… … …3… … …4… … …5
⑧ 内定 者 との 交 流会1… … …2… … …3… … …4… … …5
⑨ 学 内企 業 説 明 会1… … …2… … …3… … …4… … …5
⑩ イ ンタ ー ン シ ップ1… … …2… … …3… … …4… … …5
⑪SPI対 策 や就 職 模 擬 試験1… … …2… … …3… … …4… … …5
⑫ 公 務 員 試 験 や教 員 試 験 の対 策1… … …2… … …3… … …4… … …5
⑬ 模擬 面 接1… … …2… … …3… … …4… … …5
⑭ 個別 企 業 の 情 報 ・求 人 情報 の提 供1… … …2… … …3… … …4… … …5
Q17あ な た は,就 職 課 ・部 や キ ャ リ アセ ン ター の キ ャ リア形 成 支 援 や 就 職支 援 に満 足 して い ます か 。 最 も




まあ あま り まった く 利用 していない
満足 している 満足 していない 満足 してい ない ので わからない


















以下 のQ19～Q20は3年生以 上の方 のみ お答 え くだ さい。1・2年 生 の方 は9ペ ー ジのQ27へお進 み くだ さい。
● 次 に,就 職 活 動 に つ い てお 聞 き します 。
Q19あ な た は,3年 生 の10月頃,就 職 につ い て,ど の よ うに考 え てい ま した か。 最 もあ て は ま る もの に1
つ だ け○ をつ け て くだ さい。
1.遅 く とも卒 業 す る まで には決 め た い
2.別 に卒 業 す る ま でで な くて も就 職 で きれ ば よい
3。 収 入が 得 られ る ので,ア ルバ イ トや派 遣 で も よい
4.特 に就 職 しよ う とは考 え て い なか っ た
Q20あ な た は,就 職 に備 え て次 の こ と を し ま したか 。① ～⑧ につ い て,そ れ ぞれ 何 年 生 の何 月 ご ろか ら行
い始 め たか を 〔 〕 に記 入 して くだ さ い。行 っ て い ない場 合 は,「2」 に0を つ け て くだ さい。
1.行 っ た 2.行 っ てい ない
① 大学主催のガイダンスに参加 した 〔 〕年生の 〔 〕月頃から 2
② 就職支援サイ ト(リクナビなど)に登録 した 〔 〕年生の 〔 〕月頃から 2
③ 就職活動のための自己分析を始めた 〔 〕年生の 〔 〕月頃から 2
④ インターネットなどで企業に資料請求をした 〔 〕年生の 〔 〕月頃から 2
⑤OB・OGに 連 絡 を とっ た 〔 〕年生の 〔 〕月頃から 2
⑥ エ ン トリー シ ー トを提 出 した 〔 〕年生の 〔 〕月頃から 2
⑦ 企業説明会やセミナーなどに参加した 〔 〕年生の 〔 〕月頃から 2
⑧ 企業で人事面接を受けた 〔 〕年生の 〔 〕月頃から 2
Q21あ なたは現在,就職活動をしていますか。それぞれあてはまるものに1つ だけ○をつけて下さい。
1.し て い る → 1.内 定(内 々 定)を も らっ たが,ま だ就 職 活 動 を してい る
2.ま だ 内定(内 々定)を も らっ てい な い ので,就 職 活 動 を して い る
2'していない ＼
1.内 定(内 々 定)を も らっ た ので,就 職 活 動 をや め た
2.内 定(内 々 定)を も らっ て い ない が,就 職 活 動 を やめ た
3.始 め か ら就 職活 動 を して い な い
以下 のQ22～Q23は少 しで も就職活動 をした方の みお答 えください。他の方 は9ペ ー ジのQ27へお進み くだ さい。
Q22あ なたは,自分が行った就職活動にどの程度満足していますか。最もあてはまるものに1つ だけ○を
つ け て くだ さい。
大 変 まあ あ ま り






Q23あ なたの就職活動において,①～⑦にあてはまる企業はそれぞれ何社ずつですか。数を 〔 〕に記
入して下さい。なければ0を記入して下さい。
① 資料を請求した企業 約 〔 〕社 ④ 筆記試験を受けた企業 約 〔 〕社
② エ ン トリー シー トを送 った企 業 約 〔 〕社 ⑤ 面接を受けた企業 約 〔 〕社
③ 説明会に参加 した企業 約 〔 〕社 ⑥ 内定(内 々定)を もらった企業 約 〔 〕社
以下 のQ24～Q26は内定(内 々定)を も らった方 にお聞 き します。他 の方 は9ペ ー ジのQ27へお進 み くだ さい。
Q24あ なたがはじめに内定(内 々定)
〔 〕年生の 〔 〕月の
を もら った の は いつ で す か。
1.上 旬 2.中 旬3.下 旬
学年 と月 を 〔 〕内に記入
後,1～3の いずれか1つ
に○ をつ けて くだ さい
Q25卒 業 後就 職 す る内 定先 は,あ なた が 入社 したい と思 っ て い た企 業 で す か。 最 もあ て は ま る もの に1つ
だ け0を つ け て くだ さい 。
1.初 め か ら入社 したい と思 っ てい た
2.途 中 か ら入 社 したい と思 うよ う にな っ た
3.ま だ入 社 す る こ とを迷 っ て い る
Q26卒 業 後 就 職 す る 内定 先 の企 業 につ い て お 聞 き します 。
① 本 社所 在 地
1.〔 〕 都 ・道 ・府 ・県2.海 外
② 企 業全 体 の従 業 員数
1.29人以 下2.30～299人3.300～999人
5.官 公 庁 ・学校 な ど6.わ か らな い
③ 業 種(企 業 の事 業 内容)
1.製 造 業 ・建 設業2.商 社 ・卸 売3.
4.金 融 ・保 険 業5.運 輸 ・通信 ・電 気 ・ガ ス6.
7.ソ フ トウ ェア ・情 報 処理8。 教 育9.
10.公務11.そ の他(具 体 的 に
4.1000人以 上
百 貨 店 ・小 売 店 ・飲 食 店
マ ス コ ミ ・広 告 ・調 査
そ の他 のサ ー ビス業
)
④ 職 種
1.決 ま って い な い
5.運 輸 ・通信 の職 業
9.そ の他 の 専 門職
⑤ コー ス
1.総 合 職(転 勤 あ り)
4.そ の他(具 体 的 に
2.営 業 ・販 売 職3.事 務 職4.技 術 職
6.保 安 ・サ ー ビス の職 業7.製 造 の 職業8.教 員 ・保 育士
10。そ の他(具 体 的 に)






以 下 のQ27～Q32はすべ て の方 がお 答 え くだ さい 。
●最後に,あなたの考え方や日頃の生活などについてお聞きします。
Q27次 の こ とが ら は,あ な た に どの程 度 あ て は ま ります か。 ① か ら⑪ のそ れ ぞ れ につ い て,あ て は まる も
の に○ を つ けて くだ さい 。
どちらか どち らか そ うで は
そうだ とい えば とい えば ない
そ うだ そうではない
① 政 治 に関心 が あ る1… … …2…'… °'3… … …4
② 悩 み ご とを カ ウ ンセ ラ ー に相 談 してみ た い1… … …2… ……3… … …4
③ ほ とん どの人 は信頼 で き る1… … …2… ……3… … …4
④ どん な場 面 で も 自分 ら しさ を貫 くこ とが大 切 だ1… … …2… ……3… … …4
⑤ 容 姿 に 自信 が あ る1… … …2-… ・ 3… … …4
⑥ 誰 とで もす ぐ仲 良 くなれ る1… … …2… ・…・3… ……4
⑦ 表 情 や し ぐさで 相手 の思 って い る こ とが わ か る1… … …2… ……3… ……4
⑧ 人 の 話 の 内容 が 間違 い だ と思 っ た と き には1… … …2… ……3… ……4
自分 の 考 え を述 べ る よ う に して い る
⑨ 気持 ちをお さえ よう と して も,そ れが顔 に表 れて しま う …1・ … … ・ 2… ……3… … …4
⑩ まわ りの 人 た ち との あい だ で トラ ブル が起 きて も,… …1… … …2… ……3… … …4
それ を上手 に処 理 で きる
⑪ 感 情 を素 直 にあ らわせ る1… … …2… ……3… … …4
Q28次 にあ げ る こ とは,あ なた の考 え方 や 生 き方 にあ て は ま ります か。 以 下 の う ち,あ て は ま る もの すべ
てに ○ を つ けて くだ さい 。
1.年 齢 よ り も,実 績 に よ って給 与 が 決 め られ る方 が よい
2.収 入 に恵 まれ な くて も 自分 の や りた い仕 事 を した い
3.学 校 を卒 業 した ら,で き るだ け早 く就 職 して,親 か ら経 済 的 に 自立 すべ きだ
4.フ リー タ ーや 派遣 社 員 は,長 期 間続 け るべ き仕 事 で は ない
5.自 分 の や りた い仕 事 が 見 つ か らなけ れ ば働 か な くて もよい
6.努 力 す れ ば満 足 で きる地位 や収 入 は得 られ る もの だ
7.私 生活 を犠 牲 に して まで,仕 事 に打 ち込 むつ も りは ない
8.収 入 が高 くな くて も,家 か ら近 い と ころ での 仕 事 が いい
9.学 歴 は,本 人 の実 力 をか な り反 映 して い る
10.将来 に備 えて 耐 え る よ り,今 とい う時 間 を大 切 に したい
11.将来 に つ いて 夢 を持 って い る
12.あて は ま る もの が ない
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Q29現在の日本社会の状況について,あなたのお考えに最 も近いものに0をつけてください。
そう思う 羅 そ轍 協 い
① あ る程 度 の経 済 的 な格 差 が 生 じるの は しか た ない …1… … …2… … …3… … …4
② 経 済 的 な格 差 を解消 す るの は個 人 の 役 割 だ1… … …2… … …3… … …4
③ 経 済 的 な格 差 を解消 す るの は 国家 の 役 割 だ1… … …2… … …3… … …4
Q30あ な たに は,悩 みや心 配 ご とがあ ります か。 以下 の うち,あ ては まる もの すべ てに○ をつ けて くだ さい 。
1.勉 強 や進 学 の こ と2.就 職 の こ と3.仕 事 の こ と
4.家 族 の こ と5.友 だ ち や仲 間 の こ と6.異 性 の こ と
7.お 金 の こ と8.政 治 や社 会 の こ と9.性 格 の こ と
10.健康 の こ と11.容 姿 の こ と12.こ の 中 には な い












ど ち ら か と ど ち ら か と そ う
そ う だ い え ば い え ば そ う で は な い
そ う だ で は な い
1・ ・・・・・…2・ ・・・・・…3・ ・・・・・…4
…1・ … 。・。・・2。 ・・・・… 。3・ ・。・。・。・・4
1・ ・・・・・…2・ ・・・・・…3・ ・・・・・…4
Q32あ なたのご両親が最後に卒業された学校は,以下のうち,どれにあてはまりますか。それぞれについ
て,あてはまる番号を 〔 〕内に記入してください。




7.わ か らな い
9.そ の 他(具 体 的 に 父 親
2.中 学 校
4.専 門 学校 ・各 種 学校
6.大 学 ・大学 院
8.い ない
母 親 )
● イ ンタ ビ ューに 協 力 しZくvvる 方 を募 集 しτ い ま す
アンケー トでは質問することが難しい大学生活や就職活動などの詳細について,イ ンタビューに協力して
くださる方を募集 しています。インタビューに協力 してもよいという方は,下記にメール ・アドレスを記入
してください。インタビューのお願い以外で使用することは決 してありません。よろしくお願いいたします。
メー ル ・ア ドレス
148 桃山学院大学総合研究所紀要 第37巻第3号
●この調査に関して何かご意見 ・ご感想がございましたら,ご自由にお書きください。
長い間面倒な調査にご協力いただき,ありがとうございました。
記入もれがないかどうか,い ま一度読み返していただければ幸いです。
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ProfessionalEducationandCareer-Development
SupportatPrivateUniversities(1)
ComparativeAnalysisofStudentSurveysatFourUniversities
KohIWATA
Thisarticleaimstodiscusstherelationshipsbetweenprofessionaleducationandcareer-
developmentsupportincludingcareereducationbasedonthedataofthe"SurveyonCareersand
EmploymentofUniversityStudents"whichtargetedstudentsatfouruniversitiesintheKansai
area.Especially,thisarticlefocusesonclarifyingchallengesthatfacemiddle-rankingprivateuni-
versitieslikeours.Wearegoingtoreportontheanalyticalfindingsoverseveralinstances,and
examineinthisarticle1)students'awarenessatthetimeofuniversityentryandtheirconscious-
nessofuniversityeducationandcollegelifeand2)theirexpectationsaboutemployment.
Theanalysisweconductedthistimeclarifiedthefollowingpoints
1)Regardingstudents'awarenessatthetimeofuniversityentryandtheirconsciousnessof
universityeducationandcollegelife,thoseenrolledatuniversitiesthatareeasytoenter
haveatendencytoexpecttoacquirepracticalknowledgeandskillswhilethoseenrolled
atcompetitiveuniversitiestendtoexpecttoacquireversatileknowledgeandskills;
2)Asforexpectationsaboutemployment,studentsenrolledatuniversitiesthatareeasyto
enterhavemorespecificideasandtendtomakedecisionsatanearlierpoint.
Thesefindingssuggestthatinordertosatisfytheexpectationsofstudents,universitiesthat
areeasytoenterneedtomakestrongeffortsinpracticalprofessionaleducation.Ontheother
hand,competitiveuniversitiescansatisfytheexpectationsoftheirstudentsbyenhancingtheir
highlyapplicablebasicskillswhileconductingacademicprofessionaleducation.Middle-ranking
universitieslikeours,fallingbetweenthosetwotypes,arefacingextremedifficultyincharacter-
izingtheirprofessionaleducation.
